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試験概要

　・測定日時　　平成22年　10月　

　・測定物件名　ＬＳマンション（埼玉県）

　・測定方法　　JIS　A　1418（建築物の現場における床衝撃音レベルの測定方法）

　・判断方法　　JIS　A　1419（建築物遮音等級）

　・測定機器　　重量床衝撃音発生器バングマシン　ＦＩ−０２（リオン製）　　

　　　　　　　　精密騒音計　　　　　　　　　　　ＮＡ−２９Ｅ（リオン製）　　

　　　　　　　　マイクロフォン　　　　　　　　　ＵＣ−27（リオン製）

　・測定状況　　裸スラブ（仕上材のない状態）

　・スラブ寸法　7.2m×11.00m

　・スラブ厚　　275㎜

　・ボイド形状　NCボイドスラブ ＡタイプＬサイズ使用

試験結果は以下のとおり

　つまり、このスラブにおける遮音性能はＬ数48で「L-50等級」ということになります。したがっ

て、集合住宅においては床衝撃音レベルが「１級」ということが証明されます。

　スラブが左右する衝撃は重量衝撃です。この試験では仕上げ材のない状態つまり裸スラブの状態

で行ったので純粋にスラブのみの遮音性能ということができます。

 実際275㎜の厚さのNCボイドスラブを用いて試験を行ったのですが、普通スラブと同等の結果が得

られました。

　よって、NCボイドスラブは、スラブ剛性が大きく、遮音性能を発揮しているものといえます。

●　NCボイドスラブにおける床衝撃音測定試験結果
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スラブ厚　325㎜　（3L size)

スラブ厚　300㎜　（LL size)

スラブ厚　275㎜　（L size)

スラブ厚　250㎜　（M size)

スラブ厚　225㎜　（S size)

■スラブ断面

※上記以外のスラブ厚をご希望の方はご相談下さい。

スラブ重量 5,376N/㎡

スラブ重量 5,064N/㎡

スラブ重量 4,728N/㎡

スラブ重量 4,416N/㎡
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●　Ａタイプボイド　（長方形型）
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３  使用材料
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　　（体積 12,083  ）
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■ボイド型枠
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■スラブ断面

※上記以外のスラブ厚をご希望の方はご相談下さい。
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●　Bタイプボイド　（正方形型）
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　　（体積 4,845  ）
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スラブ厚 サイズ A B
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スラブ厚 サイズ A B
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※掲載の認定書等は株式会社アイ・エル・シーで取得した当時のものです。
　材料・工法・仕様はNC建材株式会社が事業譲受しており、NC建材株式会社でも有効です。

●　取得認定等
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工程

 ボイド型枠
　　　の設置

点意留分区工施程工

押え配筋 ボイド工事  ・ボイド押え筋を配筋する。

工程

 コンクリート
    　　  打設

工程

　サポート
　　　　計画

工程

  ねじの
　   取り外し

  ３   ４

　[ ボイドの設置]

点意留分区工施

ボイド工事  ・ボイド受け筋の上にボイド型枠を設置する。

　[ 浮き上がり防止 ]

 ・押え筋と上端筋の交差部は結束線で結束を行う。

　[サポートの撤去・解体 ]

　[ コンクリートの打設 ]

点意留分区工施

元請工事  ・打設時は、作業上配筋の乱れやボイド破損の恐れがあるので、必ず足場板等を

　設置し養生する。

ボイド工事  ・ボイドの傾きの補正、浮き防止の為現場相番

点意留分区工施

元請工事  ・サポートの存置期間は、原則として設計基準強度以上とする。

 ・上層の荷重は設計基準強度以上確認されたスラブ2層で受ける。

 ・サポートのもりかえはしない。

 ・サポート計画は、監理者の承認を受ける。

　[ アンカーの取り外し ]

点意留分区工施

ボイド工事  ・柄の部分が長い六角レンチ(10mm)で取り外す。

  １   ２
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●　スラブサポート計画例

■欠込み部配筋

■段差部梁型配筋
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ダウンスラブ
　　　(ＤＳ)

D13

Ｌ2

配力筋方向配筋図
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　　　(ＤＳ)
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段差部配筋図
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●　スラブサポート計画例

1FL

2FL

3FL

4FL

1FL

2FL

3FL

1FL

2FL

3FL

打設スラブ

1FL

2FL

L

打設スラブ

打設スラブ

養生

設計基準強度100%

２階床スラブ打設 ３階床スラブ打設 ２階床スラブ設計基準強度100％確認後

１階サポート一部解体

３階床スラブ設計基準強度100％確認後

２階サポート一部解体

１階サポート全て解体

RFL

1FL

2FL

3FL

4FL

打設スラブ

Ｒ階床スラブ打設

1FL

2FL

3FL

4FL

打設スラブ

４階床スラブ打設

RFL

1FL

2FL

3FL

4FL

４階床スラブ設計基準強度100％確認後

３階サポート全て解体

２階サポート全て解体

RFL

1FL

2FL

3FL

4FL

Ｒ階床スラブ設計基準強度100％確認後

サポート全て解体

1. 2. 3.

4.
5. 6.

7. 8.

建込中

100%

建込中

L L

L L L

L L ※原則として設計基準強度100％確認された

　スラブ2層分で打設階の荷重を受けること

=2ｍ程度とする

100% 100%

100% 100%

100%

100%

100%

100%

=2ｍ程度とする =2ｍ程度とする =2ｍ程度とする

100%

100%

100%

100%

13



ボイド・スペーサー配置図
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ボイド・スペーサー配置図
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下端筋配筋図
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下端筋配筋図
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上端筋配筋図
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上端筋配筋図
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ボイド型枠

スチロール製のためコンクリート打設後気泡が発生することがあります。

NCボイドスラブ
施工のフローチャート

下端筋配筋図

上端筋配筋図
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ボイド型枠

スチロール製のためコンクリート打設後気泡が発生することがあります。

NCボイドスラブ
施工のフローチャート

下端筋配筋図

上端筋配筋図



【本　　　社】 〒802-0001 福岡県北九州市小倉北区浅野2-14-1KMMビル5F
　　　　　　　　 TEL(093)288-5400　FAX(093)288-5401

【福岡支店】 〒810-0001 福岡市中央区天神1-9-17　福岡天神フコク生命ビル12F
  TEL(092)285-7856　FAX(092)286-4736

【大阪支店】 〒541-0041 大阪市中央区北浜4-8-4　住友ﾋﾞﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ第4号館2F
  TEL(06)7660-1805　FAX(06)7657-5200

設計・施工・販売


